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新機能/変更点

機能 概要

解析機能

• 応力解析:領域分割法のオプション変更
• 熱伝導解析/応力解析:代数マルチグリッド法の改良による高速

化と適用範囲の拡大
• 熱伝導解析:輻射の改良による高速化とメモリ使用量削減
• 音波解析:平面波入射の機能
• 圧電解析:機械的減衰(Qm)の周波数特性入力の機能
• 流体解析:非ニュートン流体の解析機能
• 流体解析:環境値に応じた材料定数を用いた解析機能
• 流体解析:密度温度依存性「理想気体」による浮力計算精度

向上
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新機能/変更点

機能 概要

モデラ • ガーバーデータおよびドリルデータのインポート機能

UI
• 任意角度視点回転機能の追加
• メッセージバーによるメッセージ表示機能の追加

マクロ • CFemtet.Exit 関数の追加
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解析機能 – 応力解析:領域分割法のオプション変更

応力静解析を高速に行うための領域分割法は、応力拡張オプションと、
高速化オプションが必要でした。2024.1からは、高速化オプションだけで使用できます。

応力解析例題１
20万メッシュ

領域分割法 領域分割法

直接法 直接法

解析時間(s) メモリ使用量(GB)

75%短縮 75%削減

※CPU : i7-14700kを使用
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解析機能 – 熱伝導解析/応力解析:
代数マルチグリッド法の改良による高速化と適用範囲の拡大

• 熱伝導解析を高速化するために、反復法の代数マルチグリッド法を改良しました。
• 応力静解析で、剛体面またはボンド境界の境界条件が存在するときに、
代数マルチグリッド法が動作するよう改良しました。

熱伝導解析例題16
50万メッシュ

2024.1 25%短縮

2024.0

解析時間(s)

解析時間(s)

直接法

剛体面

AMG

直接法

AMG

50%短縮

メモリ使用量(MB)

17万メッシュ

60%削減

※CPU : i7-14700kを使用
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解析機能 – 熱伝導解析:
輻射の改良による高速化とメモリ使用量削減

輻射アルゴリズムを改良し、高速化とメモリ使用量の削減を実現しました。

例題16
68万メッシュ

反復法を設定

2024.0

2024.1

解析時間(s)

50%削減

2024.0

2024.1

メモリ使用量(GB)
※CPU : i7-14700kを使用

50%削減

ヒーターモデル
35万メッシュ

2024.0

2024.1

解析時間(s)

90%削減

2024.0

2024.1

メモリ使用量(GB)

75%削減
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解析機能 – 音波解析:平面波入射の機能

平面波を入射する機能を追加しました。

入射波を使うための設定

※この機能は調和解析で使用できますが、過渡解析には対応していません。

入射波のみ
中に穴のあるモデル
入射波＋反射波

中に穴のあるモデル
入射波のみ

中に穴のあるモデル
反射波のみ
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解析機能 – 圧電解析:
機械的減衰（1/Qm）の周波数特性入力の機能

[周波数-1/Qm ] テーブル入力機能を追加しました。

圧電調和解析において、逐次スイープおよび並列逐次スイープの時、
この機能を利用できます。
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非ニュートン流体を用いた解析ができるようにしました。

解析機能 – 流体解析: 非ニュートン流体の解析機能

■パラメータ入力

べき乗則、Carreauモデルにより非ニュートン流体の
粘度を指定できるようにしました。

■パラメータフィッティング

①せん断速度-粘度の測定結果をテーブルに入力します。
②べき乗則、Carreauモデルに対して
パラメータフィッティングが可能です。

①テーブル入力

②パラメータフィッティング
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環境温度・環境圧力に応じた材料定数を用いて解析ができます。

解析機能 – 流体解析: 
環境値に応じた材料定数を用いた解析機能

■流体解析 ■熱流体解析

「環境値に応じた材料定数で解析を行う」にチェックを入れることで環境温度、環境圧力を設定できます。
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「理想気体」による密度と浮力の計算方法を変更し、浮力の計算精度が向上しました。

解析機能 – 流体解析: 
密度温度依存性「理想気体」による浮力計算精度向上

• 理想気体入力時にモル質量𝑀𝑤の設定が必要になります。
• 基準密度𝑃𝑟𝑒𝑓は環境温度、環境圧力から自動計算されます。

• 前頁「環境値に応じた材料定数で解析を行う」にチェックを入れると、気体の場合は本頁「理想気体」として密度を計算します。

𝜌 =
𝑀𝑤𝑃𝑟𝑒𝑓
𝑅𝑇𝑎𝑏𝑠

𝑓𝑏 = 𝜌 − 𝜌𝑟𝑒𝑓 𝑔

密度計算式

浮力計算式

(𝑃𝑟𝑒𝑓：環境圧力、R：気体定数)

この変更により、環境と発熱体に温度差が
大きい場合の計算精度が向上しました。
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モデラ – ガーバーデータおよびドリルデータのインポート機能

ガーバーデータおよびドリルデータのインポート機能を追加しました。

基板データであるガーバーデータ（ RS274X形式）およびドリルデータ（Excellon形式）の
モデルインポートに対応しました。

※本機能は基本パックで利用できます
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UI – 任意角度視点回転機能の追加

90度視点回転機能を拡張し、任意の角度で視点を回転できるようにしました。

45度上回転後の視点アイソメトリック視点

モデルを多角的に確認できるため、形状や構造をより直感的に理解しやすくなります。
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UI – メッセージバーによるメッセージ表示機能の追加

警告メッセージをメッセージバーで表示するようにしました。

警告メッセージをバルーンチップからメッセージバーに変更しました。
これにより、メッセージの視認性が向上し、操作の妨げを軽減できます。
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マクロ – CFemtet.Exit 関数の追加

CFemtet.Exit 関数を追加し、マクロから Femtet を終了できるようにしました。

Femtet の終了をコマンドから実行できるため、より柔軟な自動化プロセスを開発できます。
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以上
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